
〈認定日本語教育機関活用促進事業〉

日本語教育の質の向上を目指し、
認定日本語教育機関等への教育投資を
促進する様々な「好循環モデル」づくりに挑戦。
その取組や成果を発表します。

対象｜日本語教育機関、及び好循環モデルに興味のある企業・自治体・大学等

場所｜対面：新東京ビル7F
（東京都千代田区丸の内3-3-1）

オンライン：Teams

定員｜ 対面

150名
オンライン

200名

2026

3/2 13:30～17:00月

挨拶／事業紹介

本事業採択団体からの成果発表

テーマごとによる採択団体との交流会

参加者同士のネットワーキング

13:30～

13:50頃～

14:50頃～

16:00頃～

来日前教育 自治体連携 就職・定着支援 業界団体等連携 中間団体連携 

Ibis株式会社

認定日本語教育機関等と連携先による

好循環モデル推進
シンポジウム
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シンポジウムの主な内容

nihongo_kyoiku@tohmatsu.co.jp

参加
無料

締切：2026年2月25日（水）17時まで
※先着順、定員に達し次第お申し込みを終了いたします。

事   務   局 ： 合同会社デロイトトーマツ
お問合せ先 ：

Microsoft Forms

日本語教育機関／
日本語教育機関の運営法人の皆様

Microsoft Forms

左記以外で
参加を希望される皆様

学校法人香川学園メロス言語学院

対 面

オンライン1
対 面

オンライン2

対 面3

対 面4



本事業でめざす「好循環モデル」とは…
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取組事例

日本語教育機関が、日本語教育を必要とする企業や自治体等（連携先）から投資を受け、
連携先と知見を共有しながら共同で教育コンテンツを開発。

その投資を原資に日本語教育の質と教員の処遇を持続的に向上させる
仕組みのことです。

各連携先

日本語
教育機関

学習者

各連携先
ニーズに合わせた
日本語教育 投資

質の高い
日本語教育

処遇改善

企 業 自治体

業界団体

支援機関経済団体

大 学
教 員

教育コンテンツの
共同開発／情報発信

・キャリア支援と組み合わせた日本語教育の開発企　業
との連携

・就職予定者向け来日前教育の開発

・大学在籍の留学生向け就職支援教材の開発

・生活者向けプレA1レベルの日本語講座の構築

大　学
との連携

自治体
との連携


